
かじゃばらせ

あって，回送~lJI と 同極の貨車で輸送できるもの (6) }'(車お

よび船舶の巡用を促進できる場合であって， その目的にそうも

の。 (酒* 11 ・ 佐藤列)

かじゃlまらせん 鍛冶屋原線 高{恋木線板野駅から鍛冶屋Htt

駅に至る 6.9km の線。荷役l線に属し線路等級は簡易総である。

大正 12 ・ 2 板凶(現在の板野) ・ 鍛冶屋原間は阿波鉄道株式会

社によ勺て開通したが ， 1昭和 8 ・ 7 政府において買収し鍛冶屋l京

総と呼ぶこととなった。またこの紘は1昭和 18 ・ 10 -11寺営業を休

止したが， 日百利 22 ・ 7 復活したものである。(森悌寿)

かしゃひょうじひょう 貨車表示粟 }'îllょに積載された貨物

に対する行先その他必裂な事項は 本貨IIIII工以によって表示され

るが，貨物の性状および極類当事の特殊の表示をするため， 定め

られた様式により設けられている長さ 215 mm ， 中高 145 mm の厚

紙を貨車表示緊とし、う。また単に表示奴 ともいい，使用の際は

1電車の丙 fJIIJにある貨車表示裂さしにそう入して使月jす る。

事察が:l!l:lJIの発着駅 ・ dh名等その貨111の輸送上の基本自l}条件

を表示しているのに対し， 貨車表示以は輸送上の細かい事項に

ついての条件を表示し， IIII)Jl.の補助的役割をもつものである。

当初は必主主に応じて[兇宜の紙片に袈倣を記載し貨車両側のド

ア ーにはりつけたり ， 平奴さしにくくりつけていたが，極々の

ふつごうが生じてきたので， 11日和 6 年に現行様式の表示擦が制

定され表示主主さしにそう入使期することになった。その当 11寺は

飯類も 10 極類あ っ たが，その後改正され現在では火薬表示J}J'{ ，

火薬小口表示EZ，述結主iーな表示梨，危険品表示緊，列車指定表

示裂の 5 極類となっている。

}'(率表示梁の使用区分はつぎの とおり である。

l 火薬表示票 事扱の火薬類をñ'lll賞した貨111に対して{史川

する。ただし小口扱のものにはつぎに述べる火薬小口表示以を

使用する。

2 火薬小口表示葉 小口敏の火薬類をñ'\l紋した貨準に使用

する。

3 連結注意表示粟 つぎの区分により使用する。

(1) 特定の危険品を政状したJ劫合。すなわち"11扱の1:1:: 和 i プf ス

または液化ガス，1II扱の舟1発i山 ・ ;二硫化炭素または 1I1 fil!のjí)!j鮫，

タ γ ク入密封のプJ ーパイド ， 小口扱のアセチ V:/ カ'スまたは圧

縮水素ガスを flOlました貨1lïにのみ使用する。 (2) 付添人を付し

た場合， すなわら付添人が釆込んでいる }'(III などで迎結に際し

とくに主Èなを裂すると認めた食事に使用する。 (3) 鉄道管磁局

がとくに木表示擦の使用を指示した場合。

4 危険品表示粟 火事長類 ・ アセチレンガスまたはj玉総水素

ガス以外の危険品を絞紋した貨車であって，危険品半以の使用

できない場合， すなわら火薬以外の危険品と営通品とを浪放し

た湯合等にj羽いられる。

5 列車指定表示嚢 1'f主の訴か!とに応じて輸送列車または泌

絡船を指定して列車指定llïI)Jl:を使用した場合， または本社，支

社および鉄道管理局がとくに木表示以の使用を指示した場介に

使用される。

列車指定表示以以外の表示架を伎)IJする }'(JIょで ， 愉送列車ま

たは連絡船の指定をする JJ;~合には，その表示以の l五 I~j側な らび

に日付欄およひ::çljJII欄に所定事項を記入し，列車指定表示緊は

使用しないのである。これはたとえば貨物の性伎を表わす危険

品表示架と，輸送条件を示す列車指定表示累を同時に 2 つ使JIJ

することができないので，危険品表示以に指定列車を記入し ，

2 つの目的を同時に達するようにしているのである。

表示裂は11ï裂と同様に貨車輸送上軍基2ーなも のであるから，そ

の取扱いに当っては慎重をj切さなければならない。したがって

11証言~'{と同様に表示撲の作成はもちろんそ う入 ・ 除去のI反倣L 、は

その責任者である貨物掛がh5 乙とにな っ ている。 <'1]'野太次)

かし ゃ ゆそう 貨車輸送 貨物を朕11配した}'( Jli を貨物列車に

よ って駅間移動することを).'(車輸送また Jj'lに輸送とも L 、う。

貨車を輸送する場合一般には貨物列車で紛送されるのがn;( ll1 l

であるが， まれには入換の方法によることがある。すなわち臨

港地相の貨物支線における貨車輸送が， とくに一定のIt~Aを盤

えた列車巡松 )j式によらないで， 十九|人j入 j矢作業と I，'J械な取扱刀

法によって貨車移動をわう似合である。

1't車輸送はその性質上当然3'lj ll i迎行と秘接不出11の|共l係にあり ，

列車を動かすということを lヨ(1りからみればfí:市輸送となり，手

段(I(J ・ 技術的にみれば:çljllï .illi iJ となるのである。したが っ て列

車運行の適否が貨車輸送におよぼす彬梓は非常に大きいものが

ある。

}'f車輸送はこれを細別すると1"1"1111以 ~;;'H'( Ili の輸送，列JII制 l

!点，~結輸送，列車網の捻filH， 貨車輸送順序の剥盤，これら日

日の整備調撃を中心とする愉送手配等に分けることができる。

紡川氏Tli紛送の目憾とするところは，① 1'( " 11の移動を ドj 治に

し巡和、途中でl'UIIが kì;滞しないようにする ② 以設úfii ・ 線路

容量 ・ 儀 1 >l 1 'l é ・ 貨 ] Iï等の i止，!' :i íIË ヰミを ~m1すること ③ }'í: Jlï を

可及的速i主せしめ，かつ的般に目的の以に宝IJj主せしめる @ 

以および列ïji ・ 段以1' 11の乗務只の手数をでき るすごけ附茶化する ，

t手であり尖際 I I\ J組としてはこれらの事項が+1ì互相矛盾するもの

もあるが， .)".)j可の生じたI4J合はこれを訓撃して最ír:iJ.立の輸送rlÉ

JFを ~jínす ることが， 貨111揃送の製ていでありかっその任務で

ある。(菅野).ç 次)

かし 々 ゆそうせいせき 貨車輸送成績 自11立駅間の最小輸送

力区間における最大愉送11i.数の突紋をしづ。組立駅は l耳目 61時

を !UJ し ， 1 日分の到着した列車につき，列1II 乗務員から拠出さ

れた:!-'i:半島lf. ~'f通告fI君主によ って，隣接指l立以との間における貨車

輸送成絞を訓11'1:して鉄道管 j型局に報告することになっている。

この報告は Lヶス ホ1 と呼ばれ， 日々の線医別l互 開別のJlli転状

iJc，輸送l'(ili 数の'J.!般，輸送)Jに対する泊不足状況および3'IJ 11生

側々についでの経済巡転状況をは俗し，日々の輸送手配計l姻の

資料とするとともに ， WI1時衷IJ改正または列車地発計凶等の軍

基Eな基@'m料の l っとして使JlJする。('ii'野太次)

かし 々 ょうシート 貨車用 シート 鴻似または焼慌のおそれ

ある貨物を虫!\古川 、}'i: 1IIに fi'líl主して輸送する場合に， 貨物の安全

企はかるため使用する γートをいう。

国鉄においては貨車汗jγ ートを準備し無料で貸主に貸与する。

その規絡は古 く から小形1!(111の大きさを傑準として長さ 8.2 m

帖i 4.61 m のものが作られていたが， 1やlïの大]診化により中形貨

]1<を機準とすることが適当となったので， 11日和 25 年度から長

さを 9 m ， 怖を 4 . 27 m に改め従来のものを小形，新規絡のもの

を大形として.illim している。重量:はいずれも 60 kg 以下であ

る。生地は腕;帆布を使用し，これにあまにiJl I またはえの泊を塗

イIj して防水をはかつている。

}'í:取と!司被悦 VI!i駅を定めないで全国を共通運用を行っている。

到着 ・ 使用・所嬰数等を f耳目以から報告させ，需給上の利剣を

はかっている。

l't l何日シートにはこのほか連絡社線の所有する社有シ ート お

よび荷主の所有する私有シート があるが，これらは品質 ・ 形状が

輸送上安全と fit!，められ，その上所有者の氏名または問号その他

の l主 目 IJ を襟示したものにかきrって国鉄線内の使間が認められて

いる。

なお，社取を国鉄線内に直j迅速)fjする場合でシ ー トを必要と
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